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武蔵台を担う若者世代との飲み会は刺激的でした！ 

こま武蔵台自治会 会長 柳沢弘二 

夏祭りが終わり爽やかな季節を迎えました。厳しい暑さを耐え抜いた体をしばし休め、足元を見つめ、

チョット先のことにも思いを巡らすによい季節かも知れませんね。 

先日の夏祭りでの出会いがきっかけで、30 代の若い世代から 70 代のアクティブシニアまで、世代を

超えて30人ほどが集まる飲み会がありました。創生期の武蔵台小を学び舎にし武蔵台を故郷とする人、

一度離れて戻った人、2 年前に入居してきた人、色々な人たちが熱いトークを繰り広げました。 

 

こんなに多くの若い世代が武蔵台に住んでい

るんだ！武蔵台を本当に愛しているんだ！元気

で持続していく街にしていこうとみんな真剣に

考えている！だから会話のテンションがますま

す上がっていく！ 気づくことも多くあった素

晴らしい時間を共有しました。今日参加した人は

絶対に、新たな参加者も大歓迎！また集まろう！

と約束をしあう夜でした。前もってテーマを決め

たわけでもない飲み会。でも話は自然と今の武蔵

台とこれからの武蔵台を真剣に語る若い世代と

シニア世代の活気溢れる場となった一時でした。 

1 丁目のリノベーション-タウンハウスに若い

世帯が入居されました。東大生の住い方コンセプ

トに基づいたリノベーションがどのように受け

入れられていくか興味深いところです。 

 

空き家が徐々に増えています。一方で、新築や

改築をして若い世代が入って来ています。世代の

交代が少しずつ始まってきた兆候と捉えても良

いのでしょうか？ 

私たちは、既存の概念に捉われすぎることなく、

物事の見方判断には 360 度の視角と視野がある

ことを念頭に、街の維持管理・発展を考えていく

ことが必要です。街の安全維持活動、環境美化の

維持活動、お年寄りの居場所づくりや世代間交流

の機会づくりなど、多面にわたり考察を深め、自

分たちでできることと、行政の対応・対処を求め

ていくことを、現実に照らし合わせながら考え、

持続性のある活動を展開していかなければなり

ません。皆さんの賛同と参画を得ることを心から

願っています。 

 

いざという時の地域の「絆」 
それがあらゆる減災につながりま
す 

防災のキーワードその１は、「地域

防災力」。突発的な災害に対して、ま

ずは自助、共助が柱となります。災

害時の救助活動で一秒を争う時に、手を差し出

すことができるのは身近にいる健常者の人達で

す。キーワードその２は、「コミュニケーション

力」。『向こう三軒両隣』は近隣の良好なコミュ

ニケーションの基盤です。 

９月１日の市総合防災訓練では、住民全体の

安否確認訓練、公民館で①初期消化、②

応急救護、③AED蘇生法習得の訓練が行

われました。公民館の訓練では参加者が

少なく残念でした。 

今回の安否確認率は約６９％。昨年の

４０%なかばより大きく改善され、報告時間も

早くなりました。住民の皆さんの防災意識の高

まりが示された結果と思います。 

今後も、自助、共助の意識を高め防災・減災

に結び付けたいと思っています。防災訓練への

ご協力ありがとうございました。（副会長 水谷）
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